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1877（明治 10）年  0歳 山形県置賜郡赤湯村（現南陽市）の酒造家の家に生まれる 
1899（明治 32）年 22歳 第二高等学校卒業、東京帝国大学へ進学 
1903（明治 36）年 26歳 東京帝国大学法科大学政治学科卒業 
1904（明治 37）年 27歳 日本銀行入行 
1911（明治 44）年 34歳 日本銀行京都支店長 
1918（大正 07）年 41歳 日本銀行大阪支店長 
1919（大正 08）年 42歳 日本銀行理事、大阪支店長兼務 
1921（大正 10）年 44歳 安田保善社専務理事、安田銀行副頭取兼務 
1929（昭和 04）年 52歳 安田保善社専務理事、安田銀行副頭取辞任 
1930（昭和 05）年 53歳 日本興業銀行総裁に就任 
1936（昭和 11）年 59歳 東京商工会議所会頭、商工組合中央金庫初代理事長に就任 
1937（昭和 12）年 60歳 日本商工会議所会頭、林内閣の大蔵兼拓務大臣に就任、貴族
院議員、日本銀行総裁に就任 
1942（昭和 17）年 65歳 全国金融統制会会長 
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１. 安田財閥の拡大と苦悩 
（１） 安田財閥の拡大 






















ら 288店に増加し、預金残高は 1億 9324万円から 6億 6334万円へと 3.4倍、貸出金残
高は 1億 6016万円から 6億 4871万円へと 4.1倍の延びを示した。他方、安田商事は大正
期に入ると直営事業を次つぎに廃止し、1920年代末には枝光支店安田製釘所と函館支店安






を与えた。安田同族は宗家 1家、同家 5家、分家 3家、類家 3家の 12家からなっていた。 
安田善次郎には 3人の男子がいた。しかし、善次郎は、帝国大学法科大学出身で安田銀行 
に入行した伊臣貞太郎を 1897（明治 30）年に長女の婿養子とし、安田家に入籍させた。 
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 結城豊太郎は 1877（明治 10）年生まれの 44歳であった。結城は 1903年に東京帝国 
大学法科大学を卒業して日本銀行に入行し、京都、名古屋支店長を経て 1918（大正 7）年 
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要 11行の対等合併を行い、新たに資本金 1億 5000万円の「大」安田銀行を発足させた。
この大合同によって、安田銀行の預金残高は全国銀行中最大の 5億 6765万円となり、第




















銀行・会社に配属することにした。学卒採用者数は 1922年約 30名、23年 50名、24年
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表１　主要学卒者一覧（1922－1926年入社）
出 身 校 1937年時の所属会社及び職名 その後の主要な経歴
三宅 久之助 東 大 安田銀行・秘書課長 沖電気取
林 道 夫 〃 　 〃 　・支店長 浅野カーリット取
遠 藤 常 久 〃 　 〃 　・　〃 保善社業務部長
深 沢 吉 郎 〃 　 〃 　・　〃 安田信託常
壮 田 次 郎 〃 　 〃 　・　〃 安田銀行監
井 尻 芳 郎 〃 　 〃 　・　〃 安田銀行（社）
安 藤 嘉 七 東 高 商 安田生命・支店長 安田生命常
柳 田 勇 京 大 帝国海上・課長 安田火災取
上 野 孝 一 東 大 安田銀行・支店長 保善社業務部長
大 塚 利 雄 〃 　 〃 　・　〃 安田銀行常
保坂 時太郎 〃 　 〃 　・　〃 　 〃 　監
大 津 知 〃 　 〃 　・　〃 川南工業取
竹 内 拡 充 東 高 商 　 〃 　・　〃 安田銀行常
寄 藤 亥 織 東 大 安田貯蓄・支店長 安田興業常
竹村 吉右衛門 東 高 商 安田銀行・金融課長 安田銀行取、安田生命（社）
西 野 武 彦 東 大 　 〃 　・支店長 安田銀行（常）
迫 静 二 〃 　 〃 　・　〃 安田銀行（頭）
金 子 鋭 〃 　 〃 　・　〃 安田銀行（頭）
牧 元 隆 雄 京 大 日本昼夜銀行・支店長 安田銀行（取）
佐 々 木 了 東 高 商 帝国海上・課長 安田火災（取）
千 野 健 彦 東 大 安田信託・次長 安田信託取、（常）
林 田 正 貫 京 大 　 〃 　・課長 　 〃 　（社）
城田 九萬雄 東 大 　 〃 　・　〃 　 〃 　（監）
鳥 居 清 一 〃 　 〃 　・支店支配人 　 〃 　常
藤 本 一 男 東 高 商 東京火災・課長 安田火災取、（副）
檜 垣 文 市 東 大 　 〃 　・　〃 　 〃 　取、（社）
坂 本 操 東 高 商 　 〃 　・　〃 　 〃 　（常）
宇 川 秀 一 慶 大 安田信託・課長 安田信託（常）
神 戸 捨 二 東 大 安田銀行・支店副長 沖 電 気（社）
土 井 利 安 〃 安田信託・課長 安田信託監
岡 田 嘉 光 〃 安田生命・課長 安田生命（常）
松 木 清 〃 　 〃 　・　〃 　 〃 　（副）
石 川 一 東 高 商 　 〃 　・支店長 　 〃 　（取）
(出所）由井[1986] 346頁。
(備考）1.取：取締役、常：常務取締役、副：副社長、社：社長、頭：頭取、監：監査役。
       2.「その後の主要な経歴」中、（　）内は戦後に就任した役職である。 
－9－




















1867（慶応 03）年  0歳 奥州・米沢藩士の長男として生まれる 
1888（明治 21）年 21歳 慶応義塾別科卒業 
1890（明治 23）年 23歳 慶応義塾理財科入学、ハーバード大学留学 
1895（明治 28）年 28歳 ハーバード大学卒業、時事新報論説委員を経て、三井銀行に
入行 
1901（明治 34）年 34歳 中上川彦次郎の長女と結婚、同年中上川死去 
1909（明治 42）年 42歳 三井銀行常務取締役 
1919（大正 08）年 52歳 三井銀行筆頭常務となる 
1931（昭和 06）年 64歳 三井銀行“ドル買い事件”に対する攻撃の矢面に立つ 
1932（昭和 07）年 65歳 団琢磨の暗殺後、三井合名理事に就任 
1933（昭和 08）年 66歳 三井合名筆頭理事として三井財閥の「転向」策を指揮 
1936（昭和 11）年 69歳 三井合名および直系６社に停年制を敷き、自身も辞任 
1937（昭和 12）年 70歳 日本銀行総裁に就任 
1938（昭和 13）年 71歳 近衛内閣の大蔵兼商工大臣に就任 








ツェルン体制を確立した。そして、第一次大戦勃発直後の 1914（大正 3）年 8月に団琢磨
を三井合名理事長に就任させた。第一次大戦ブームが出現すると、団は三井合名社長三井
高棟（三井総領家当主）の全面的信頼の下で積極的な拡大戦略を展開した。その結果、5000








本金合計額 1億 6000万円であった三井財閥の規模は、1930（昭和 5）年時点で直系・傍


















































池田は 1867（慶応 3）年に奥州・米沢藩士の長男として生まれた。1890 年に慶応義塾
別科から理財科に進学し、同年 8月、理財科の代表としてアメリカのハーバード大学に留
学した。1895 年に 5 年間の留学生活を終えて帰国した池田は、福沢諭吉の主宰する時事









 Hosei University Repository
 池田のトップ・マネジメントとしての最初の仕事は、三井銀行の増資と株式の公開であ































































































抜擢するために、1936年 4月、以下の 3点を骨子とする停年制実施を断行した。 
1） 筆頭理事と参与理事は満 65歳 
2） 常務理事および理事は満 60歳 
3） 使用人は満 50歳 
 この停年制は決定からわずか半月後にいっせいに実施された。そして、すでに 70 歳と
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ねて、時間がいたずらに経過していった」からであった（江戸[1986]）。この点、住友の同
族は 1家、三菱の同族は 2家であり、迅速な意思決定が可能であった。 














































　資　産　収　入           千円           千円           千円           千円           千円           千円           千円           千円
株 式 配 当 金 888 888 888 888 888 888 888 888
国 際 利 子 214 320 320 304 274 245 212 193
銀 行 預 金 利 子 90 30 21 16 10 5 6 7
　雑　　収　　入 ― 1 1 14 30 43 24 8























　会 議 ・事務費 92 100 108 111 112 114 114 110
　事　　業　　費 1,842 1,276 1,372 2,336 1,923 1,769 1,864 1,186


























 千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件  千円　　　件
 社会事業費（件数）  573（381） 770（348） 654（372） 521（348） 718（324） 578（311） 470（313） 560（326）
 文化事業費（ 〃 ） 382（ 93） 411（ 26） 401（ 43） 377（ 48） 443（ 46） 438（ 41） 414（ 46） 372（ 37）
 特別事業費（ 〃 ）1,000（  1） 798（  8） 2（  1） 1,244（  2） 799（  1） 958（  6） 491（  5） 256（  2）
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